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1.背景 

がん患者におけるカルバペネム耐性菌感染症は、感染リスクおよび死亡率が高い[1,2]。

耐性菌の疫学は世界中で大きく異なっており、日本におけるがん患者におけるカルバペネ

ム耐性菌感染症の特徴および予後は、現在のところ不明である。そこで我々は、日本のが

ん患者におけるカルバペネム耐性菌感染症（CRBI）の特徴と予後について調査した。 

 

2. 研究の対象ならびに方法 

2019年 4月 1日から 2022年 3月 31日まで、多剤耐性菌臨床研究ネットワーク（MDRnet）

の一環として、がんまたは非がんの CRBI 患者を 8 施設で前向きに登録した。主要評価項

目は、がんを有する患者と有さない患者の 30日全死因死亡率とした。また、副次的評価項

目として、1）死亡率、培養採取後の臨床経過の悪化、ICU滞在、挿管、培養採取日から抗

菌薬治療終了日までの新規透析、および退院後 90日以内の再入院を含む複合転帰、および

2）死亡症例を除く CRBI後の入院期間、を評価した。 

 

3. 研究結果 

合計 167例の患者を対象とし、がん患者群 66例（39.5％）、非がん患者群 101例（60.5％）

であった。がん患者群では、35人（53.0％）が転移のない固形がん、20人（30.3％）が転

移のある固形がん、9人（13.6％）が白血病、6人（9.1％）がリンパ腫であった。両群と

も呼吸器感染症が最も多く（p＝0.866）、次いで血流感染症（p＝0.593）が多かった。カル

バペネム耐性菌として最も多く分離されたのは緑膿菌であったが、有意差は認められなか

った（p = 0.87）。Stenotrophomonas maltophiliaはがん患者群で有意に多かった（p=0.003）。

カルバペネマーゼ産生率は両群間で有意差（p=0.003）を認めた。カルバペネマーゼは、両

群で blaIMP-1が最も多く分離された（がん患者群、1/1 [100 %]；非がん患者群、n=13/15 

[86.7%]；p=0.009）。カルバペネマーゼ産生は Enterobacter spp.でのみ観察された。Pitt
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菌血症スコアは、非がん患者群でがん患者群より有意に高かった（p= 0.03）。 

がん患者群および非がん患者群における 30日死亡率はそれぞれ 18.2％（12/66）および

14.0％（14/101）であり（p=0.45）、がん患者群および非がん患者群における複合転帰はそ

れぞれ 56.1％（37/66）および 43.6％（44/101）であった（p=0.12）。平均入院期間は両群

間に有意差はなかった（がん患者群 44.6日、非がん患者群 51.0日、p=0.55）。傾向スコア

を用いた逆数重み法でも、30 日死亡率と平均入院期間に有意差は認められなかった

（p=0.22、0.98）；しかしながら、複合転帰はがん患者群で非がん患者の対照群よりも有意

に高かった（オッズ比、2.41；95％信頼区間、1.11-5.21；p=0.03）。 
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表 1. がん患者と非がん患者群におけるカルバペネム耐性菌感染症の臨床的特徴 
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表 2. 臨床評価項目 

 

4. 考察 

がん患者における CRBIの死亡率は、非がん患者における CRBIによる死亡率よりも高い

傾向があった。さらに、CRBIの複合転帰の発生率はがん群で有意に高かったことから、CRBI

はがん患者にとって脅威であることが示唆された。 

カルバペネム耐性菌感染症の疾病負荷は、ほとんどの地域で類似しており、緑膿菌や

Acinetobacter baumanniiなどの非発酵性グラム陰性菌が最も多く、カルバペネム耐性腸

内細菌目細菌は比較的少ない [3,4] 。我々の研究では、緑膿菌が最もよく分離されるカ

ルバペネム耐性菌であり、以前に報告された日本の疫学データと一致していた[5]。本研究

では、A. baumanniiによる感染はまれであり、日本と諸外国との CRBIの疫学の違いを示

している。 

我々のコホートではカルバペネマーゼ産生腸内細菌目細菌の感染症例が少なく、主に

IMP 型腸内細菌目細菌による感染症が含まれていた。そのため死亡率は、がんの有無にか

かわらず、過去の CRBI研究[6-8]よりも低かった。 

 

結論 

がん患者群と非がん患者群との間で 30 日死亡率に差はなかったが、複合転帰には有意

差が認められた。CRBIのがん患者は、非がん患者よりも臨床経過が不良であった。 
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